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１．本提⾔の位置づけ
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気候変動等により病害⾍の侵⼊・まん延リスクが増加する⼀⽅、持続可能な⾷料システムの構築に向けた取組
を推進するため、総合防除の推進が重要である。

本提⾔の背景

 温暖化等による病害⾍・雑草の発⽣地域・量が変化
 過度に化学農薬に依存した防除により病害⾍の薬剤抵

抗性が発達
 化学農薬のみに依存したままでは、いずれ防除が難しくな

るおそれ

 化学農薬の軽減等による環境負荷低減が国際的に課題
 ⽣産⼒向上と持続性の両⽴を⽬指すみどりの⾷料システ

ム戦略が策定され、2050年までに化学農薬使⽤量（リ
スク換算）の50％低減の⽬標を設定

 植物防疫法の改正（R5.4.1施⾏）により「総合防除」を
推進する仕組みを構築

病害⾍防除を巡る状況の変化 化学農薬使⽤量の低減に向けた動向

病害⾍の被害の軽減を図りつつ、持続的な⽣産を確保するためには、総合防除の推進が必要

薬剤耐性菌の発⽣ 農⽔省資料より 化学農薬使⽤量（リスク換算）の削減⽬標
農⽔省資料を参考に作成

現状 2050年

50％
低減 化学農薬に依存しない

病害⾍管理体系

新規農業等
・

スマート防除

※特筆ない場合、「病害⾍防除」、「総合防除」は「雑草」の防除も含む
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病害⾍が発⽣しにくい
⽣産条件の整備 防除要否とタイミングの判断 多様な防除⽅法を活⽤した防除

総合防除とは、予防・判断・防除の観点から、利⽤可能なすべての技術を経済性を考慮しつつ慎重に検討し、
病害⾍・雑草の発⽣及び増加の抑制、駆除及びまん延の防⽌のために適切な⼿段を総合的に講じるものである。

本提⾔の背景
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 多様な防除資材の活⽤（天敵・UV-Bラ
ンプなど）

 ドローン等を活⽤したピンポイント防除
 化学農薬のローテーション散布
 農薬が⾶散しにくいノズルの使⽤
 被害を受けた葉・果実などの除去
など

予防 判断

 病害⾍の発⽣しにくい⼟づくり
 健康な種⼦・苗の選定
 ⼟壌診断に基づく施肥
 栽培密度管理
 輪作・休耕の実施
 防⾍ネット等の設置
など

 発⽣予察情報の活⽤
 病害⾍や天敵の発⽣状況の観察
など

防除

※ 発⽣予察情報とは、国、都道府県が、病害⾍の
発⽣状況を調査し、農業者に提供する情報のことです



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

総合防除（IPM）は「メリットが分かりにくい」などの課題があり、これに対応するにはデータを元にした営農管理が
必要。⼀⽅、筆ポリゴンの整備や営農管理ソフトの普及が進み、データを活⽤できる基盤が整った。

本提⾔の背景

総合防除の現状
 筆ポリゴンは⼈⼯衛星等を元に、農地1筆毎に形状整備

された農地区画情報で利活⽤が活発化
 ⼀⽅、ICTベンダー等による営農管理ソフトの現場への普

及が進み始めている

 総合防除のメリットが⾒えにくい
 総合防除の効果が分かりづらい

といった農業者の声があり普及拡⼤の余地は⼤きい

出典「農林⽔産省 第２回植物防疫の在り⽅検討会」 出典「農林⽔産省 農地の区画情報（筆ポリゴン）のデータ提供・利⽤」
「ベジタリア提供資料」

筆ポリゴンの整備・営農管理ソフトの普及
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そこで、令和３年度に、「筆ポリゴンを活⽤した総合的病害⾍管理⼿法の検証・分析に向けた調査」が実施され、
データを活⽤した評価モデルや畑作、⽔稲、果樹における標準データ⼊⼒項⽬を作成する等、データを活⽤した
総合的病害⾍管理の在り⽅と実現課題が整理された。

本提⾔の背景

データを活⽤した総合的病害⾍管理の評価モデルを作成 ⽔稲、果樹、畑作の標準データ⼊⼒項⽬を作成

「筆ポリゴン及びデータを活⽤した総合的病害⾍管理における提⾔」を作成、公開した。しかし、実際の営農管理ソフトの
機能やユーザーの声を⼗分に反映できておらず、具体的な事例の提⽰や現場からみたメリットや課題の整理が必要
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本調査では、営農管理ソフトやGISソフトのモデル事例作成等を通して、農業者が主体的となり普及機関も連携した
データ・筆ポリゴンを活⽤した総合防除を推進することを⽬的とする。

本提⾔の⽬的
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実施内容

筆ポリゴン・データを活⽤し
●営農管理ソフトのモデル事例作成
●GISソフトのモデル事例作成
●メリットと実現課題を整理

有識者会議 産地ヒアリング
都道府県アンケート

成果品の活⽤

• 産地・普及機関に公開
• 営農管理ソフトを提供する

ベンダーに公開

⽬的

農業者が主体的且つ普及機関
も連携したデータ・筆ポリゴンを
活⽤した総合防除の推進

実施内容と⽬的

※本調査・実証は、新たに営農管理ソフトや機能の開発・実証を実施するものではなく、筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍・雑草の
総合防除の実効性や利⽤可能性について検証を⾏うものであるため、産地や農業者等から提供された利⽤可能な実データに加えて、ダ
ミーデータ（実際の病害⾍の発⽣動態、地域の関連情報等を元にした想定される架空データ）を⽤いたモデル事例の検討等を踏まえて
、現状及び課題の整理を⾏ったものである。
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ベンダー BASFジャパン（株） （株）ファーム・アライアンス・
マネジメント ベジタリア（株） リデン（株）

営農管理
ソフト

xarvio® FIELD MANAGER
(ザルビオフィールドマネージャー)

・ファームレコーズ
・ファームチャット スマートファームウォッチ agmiru(アグミル)

実証協⼒
産地

農事組合法⼈サークル柴橋
(新潟)

・有限会社草枕グループ(熊本)
・有限会社四位農園(宮﨑) JAしまね斐川地区本部(島根) 群⾺県

品⽬ ⽔稲 草枕グループ︓柑橘
四位農園︓ホウレンソウ ⽔稲 アブラナ科作物

（参考）営農管理ソフトの概要、協⼒いただいたベンダー・産地、留意点
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営農管理ソフトの対象ユーザーと⽬的・活⽤⽅法例

モデル事例の作成に協⼒いただいたベンダー及び産地⼀覧

留意点
• 本事業で作成したモデル事例は、産地や農業者等から提供された利⽤可能な実データに加えて、ダミーデータ（実際の病害⾍の発⽣動態、地域の関

連情報等を元にした想定される架空データ）を⽤いている。
• 本提⾔（参考資料）では、概要のみ紹介する。モデル事例の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照されたい
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2. データを活⽤した総合防除のモデル事例概要（営農管理ソフト）
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BASF【xarvio® FIELD MANAGER（ザルビオ フィールドマネージャー）】
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BASF「xarvio® FIELD MANAGER（ザルビオ フィールドマネージャー）」概要
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「ザルビオ フィールドマネージャー」の概要

主な導⼊先
多数の⼤規模⽣産法⼈
ほか、JA全農、JA、機械メーカー、肥料
会社、⾷品加⼯業者、ﾚｽﾄﾗﾝﾁｪｰﾝ等

対応品⽬
⽔稲・⼤⾖・⻨類・とうもろこし・てんさい・
ばれいしょ等計18作⽬
（他、対象作物を順次拡⼤予定）

特徴

• 衛星画像とAIを活⽤し作物の栽培管
理最適化を⽀援するスマート農業シス
テム。PC（クラウド）、タブレット、スマー
トフォンアプリのいずれでも利⽤可能。

• 25年の研究開発による60以上の予測
モデルに基づき最適な栽培管理を提案
。各圃場の作業履歴等をGIS情報とと
もに効率的に管理可能。

• ⼊⼒されたデータに加え、品種特性、
気象情報、⼈⼯衛星画像等をAIが⾃
動解析し、作物の⽣育や病害・雑草の
発⽣を予測、スマート農機連携も通じ
て、施肥や防除の最適化を⽀援する。

概要 イメージ
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BASF「xarvio® FIELD MANAGER」補⾜
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筆ポリゴンの利活⽤

ザルビオフィー
ルドマネージャ
ーの対応

総合防除関連のデータ⼊⼒ データの出⼒

農林⽔産省筆ポリゴンをダウンロードし利⽤
している

• 気温、湿度、⾵向⾵速等の気象情報*
• ⼟壌等の環境情報*
• 潜在収量や季中の⽣育量情報*
• 品⽬、品種、移植⽇等の耕種管理情報
• ⽣育特性や病害感受性等の品種特性*
• 化学・物理・⽣物防除等の管理情報
• 各種資材の効果に関する情報*
• 収量・労務等の経営情報
等、総合防除に係る⼀連の情報の記録が可能
（*についてはシステムが⾃動⼊⼒）

• 作業管理情報についてはCSV形式また
はPDF形式による出⼒が可能、あるいは
Z-GISとのシステム連携が可能

• 可変施肥マップ・可変散布マップについて
はSHP形式またはISOXML形式による
出⼒が可能

ソフトの補⾜情報
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BASF「xarvio® FIELD MANAGER（ザルビオ フィールドマネージャー）」の
総合防除における活⽤⽅法
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対象 提供⽅法

農家

気象情報、衛星画像データを⾃動取得
し(①)、品種や防除資材の特性を踏まえ
(②)、⽣育・病害・雑草発⽣予測や適
期防除作業推奨(④)を⾏う

GPS連動した画像診断機能により、病害
⾍情報を簡易に⼊⼒・共有でき(③)、作
業割り当て機能により作業者と実績を簡
便に集約する(⑧)

短期のPDCA

今季の作付け情報を⼊⼒するだけで
、リスク診断や作業推奨に基づいた肥
培管理、病害⾍管理ができる

• 簡易・迅速な情報共有により、早
期の防除が可能となる

• 作業管理者は、防除等の作業を
適正に管理できる

⻑期のPDCA

連作障害も考慮したアルゴリズムのた
め、作期横断的に病害⾍管理の最
適化ができる

病害⾍発⽣情報を簡易に振り返るこ
とができ、次作の対策に活かせる

Who How What（提供価値）

アカウント連携機能により、複数組織にお
ける情報共有・分析ができる(⑧)

⾯的に可視化することで、病害⾍のま
ん延の兆候を、いち早く察知でき、早
期防除が可能となる

農家と普及機関が共同して、リスク伝
搬経路や要因を分し、地域全体の作
付計画の検討や、対策ができる

アカウント連携・ダッシュボード機能(⑧)を
通じて管内農家の営農記録や、⽣育・病
害・雑草発⽣予測を把握できる(④)

• 管内の病害リスクをいち早く把握し
、産地全体に注意喚起できる

• ⾼リスクの地域や作⽬を優先的に
指導し、被害を最⼩化できる

作期中の病害発⽣やリスクの傾向か
ら、次作の防除指導に反映できる普及機関

農家・普及機関

※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと
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BASF「xarvio® FIELD MANAGER（ザルビオ フィールドマネージャー）」の総合防除に
関連した特徴とメリット
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データ収集 データ分析

筆ポリゴン・データを活⽤した総合防除のプロセス

実践⾏動（および振り返り）

ザルビオフィールド
マネージャー

の特徴

気象情報、衛星画像データなどを⾃動
取得

メリット

• 作業者だけでは到底まかないきれない
膨⼤なデータをシステムが⾃動集積

• 作業者は個⼈固有の耕種肥培管理
情報を⼊⼒するのみであり簡便

• 環境負荷に関するデータ⼊⼒と分析
も可能（⽇本未実装）

1

品種特性や防除関連資材の製品特
性がバックエンドで整備済み

2

• 圃場毎あるいは圃場内ゾーン毎の適期
・適所防除が簡便に可能

• 最適な体系防除が、⾮熟練者でも簡
便に計画可能

• 全体俯瞰的な分析を通じて総合防除
計画が可能

各種予測モデルによる⽣育予測・病害
予測・雑草発⽣予測と、適期防除作業
推奨

4

衛星画像⾃動解析による⽣育マップ・
地⼒マップ（潜在収量マップ）と、施肥・
防除散布作業の最適化

5

スマート農機との連携（可変施肥マッ
プ・可変防除マップの出⼒と連携）

7

アカウント連携・作業振り分け・ダッシュ
ボード・アラート通知といった機能による担
当者間連携と総合的振り返り⽀援

8

• ⾮熟練者でも確実な管理・担当者連
携・⾼度な作業の実践が可能

• 実践内容と結果とを簡単かつ詳細に⽐
較分析できることで、要因の特定とそれ
に基づいた総合防除・総合最適化の
計画が可能

圃場ごとの記録・GPS情報と連動した
記録が可能（ザルビオスカウティングアプ
リとの連携も可能）

3 耕種的・化学的防除を総合した作期
通貫の体系防除⾃動推奨
（例︓雑草管理プログラム）

6 マップ取り込み機能とマップ⽐較分析機
能による圃場ごとの作業確認と振り返り
⽀援

9

※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント【ファームレコーズ、ファームチャット】
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農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント「ファームレコーズ」概要

主な導⼊先 全国の⼤規模農家

対応品⽬ 畑作・施設園芸・果樹が中⼼

特徴

GAP認証に対応した営農管理ツール

・GAP認証取得を⽬的として導⼊する
農家が多く、肥培管理や薬剤散布の
情報が積極的に⼊⼒されている。
・圃場に紐付けて作業内容を記録する
ことがきる（右図）。
・作業者IDの作成に制限はなく、農場
全体で利⽤することができる。

概要 イメージ

営農管理ソフト「ファームレコーズ」の概要

17



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント「ファームチャット」概要

「ファームチャット」の概要

主な導⼊先 全国の農家及び農業関係者

対応品⽬ 特になし

特徴

農業に特化したチャットツール

• WAGRIの様々なAPIと連携して
おり、栽培に役⽴つ情報などにア
クセスすることができる。

• 産地の部会等、特定の組織内の
みでユーザー連携が可能。また
チャット情報も無期限でクラウド上
に保管することができる。

概要 イメージ

18



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント「ファームレコーズ」 「ファームチャット」補⾜

19

筆ポリゴンの利活⽤

ファームレコーズ
の対応

総合防除関連のデータ⼊⼒ データの出⼒

現状、農林⽔産省筆ポリゴンは使⽤してお
らず、独⾃に線を引きマッピングしている。

• 品⽬、品種、定植⽇等の耕種管理情報
• 化学・物理・⽣物防除情報、収量情報
• 病害⾍の種類、被害レベル・⾯積といった

被害情報記録

GAPの帳票に合わせ、⽣産情報をPDF出
⼒できる

ファームチャット
の対応

WAGRIの連携により、ユーザーの筆ポリゴン
を簡易に登録できる。

• 病害⾍防除所の発⽣予察情報を、地域
を指定して取得できる

• 各農業現場の病害⾍の発⽣状況や防
除状況などを⼊⼒でき、病害⾍発⽣状
況のを普及員間で共有できる

各都道府県の予察情報の様式（PDF）
をそのまま出⼒できる

ソフトの補⾜情報



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

「ファームレコーズ」 「ファームチャット」の総合防除における活⽤⽅法

サービス対象 提供⽅法

農家
（ファームレコーズ）

作業履歴の登録内容をカスタマイズ
することで、発⽣した病害⾍の情報を
圃場単位で収集し、リアルタイムに農
場全体に共有できる(③)。

通年の結果を踏まえ、ガントチャート
（営農計画）を作成し、基幹防除
の実施時期などを設定できる(④)。

短期のPDCA

病害⾍の被害状況を農場全体で圃場
ごとにリアルタイム共有できるため、臨機
防除等の対策に活⽤できる。

作業の進捗を圃場単位で確認すること
ができるため、基幹防除などの完了・未
完了を確認しながら、着実に作業⼯程
の管理ができる。

⻑期のPDCA

圃場ごとの作業履歴の蓄積から、新たな
防除暦の作成や輪作体系の検討に寄
与する。

実績に基づき、データに基づいた営農・
防除計画により、効率的な防除体系を
築ける。

Who How What

普及機関・農家
（ファームチャット）

• 病害⾍防除所の予察情報を
WAGRI APIを通じて取得、周知
できる(⑨)。

• 病害⾍の位置・発⽣情報をユーザ
ー同⼠で共有できる(⑨)。

予察情報をもとに迅速に防除を実施し
、被害を未然に防げる。

普及機関は、産地の病害⾍情報等を
元に、次作の防除対策を検討できる。

20

※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント「ファームレコーズ」の総合防除に関連した特徴とメリット

データ収集 データ分析

筆ポリゴン・データを活⽤した総合防除のプロセス

ファームレコーズの
特徴

圃場の位置情報から、気象情報の⾃
動取得が可能（実装予定）

圃場ごとに作業履歴の登録が可能。
登録作業内容はカスタマイズできる

栽培計画を⽴てることで登録された作
業履歴から栽培進捗をチャート形式で
表⽰することができる

圃場ごとの栽培履歴をPDF形式で出
⼒可能

圃場ごとに作業指⽰を登録可能

メリット
圃場ごとの作業・収量実績などを元に
次年度の作付計画・防除計画などを作
成。適切な営農管理に活⽤することが
できる

1

2

４

地図上に作業実績を⼀覧で表⽰し、
作付状況も確認できる。作業者や作
業ごとの実績確認も可能

５

・GAP管理（圃場の栽培履歴の抽出
等）や防除指⽰者と対応者に分けた
細かな運⽤が可能
・ユーザー間の情報共有により迅速な
対応が可能となる

圃場に対して病害⾍の被害⾯積と被
害程度を記録することができる

３

ユーザーの⽬的に応じたデータ集取が可
能。また、病害⾍の発⽣情報も登録で
き、より正確な分析ができる

実践⾏動

７

８

地図上に、圃場ごとの病害⾍の発⽣
情報（種別・程度）を表⽰することが
できる（実装予定）

６
予察情報の共有及び現場で収集し

た病害⾍の位置・発⽣情報をユーザー
同⼠で共有可能（ファームチャット）

9
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※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ベジタリア【スマートファームウォッチ】

22



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ベジタリア「スマートファームウォッチ」の概要

23

主な導⼊先

全国の⽔稲・路地野菜・果樹農家
JA、法⼈経営農場等・農業試験場・
普及組織・農業地域商社・コントラクタ
農業資材企業（肥料・農薬・種苗）
・農業機械・保険⾦融・企業等

対応品⽬
作物…⽶・⼤⻨
野菜…キャベツ
果樹…ウメ・カキ・茶 他拡⼤中

特徴

• 圃場のIoTセンサーやメッシュ気象情
報から、各種環境情報や⽣育情報
を筆ポリゴン毎に記録し、「スマート
栽培暦」として分かりやすく表⽰。

• 農機シェアリング管理、経営管理、
他システム（WAGRI等）との連携
が可能。

概要 イメージ

「スマートファームウォッチ」の概要



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

筆ポリゴンの利活⽤ 総合防除関連のデータ⼊⼒ データの出⼒

農⽔省 筆ポリゴン連携については
標準機能外にて、データインポート対応や
WAGRIの連携インターフェースも準備済
み。ただし、⽣産者利⽤の標準機能外。

理由）合筆、委託⽣産、農地集積交換の
実情に対して、圃場マップ作成⽀援・検証の
技術⽀援経費が発⽣する場合があるため。

⾃動⼊⼒
センサーを⽤いた気温・湿度・⽇射・⼟壌・⽔位
・⽔温等の環境情報/メッシュ気象によるセンサ
代替
＋ 画像分析⽣育計測（草丈・茎数・SPAD）

防除・技術指導情報
地域、品種に対して、PDFとURLにて
スマート栽培暦上に、かわら版配布・表⽰

栽培作業記録
観察写真・病害⾍メニュー選択記録
施肥・薬剤散布作業記録（簡易版）

スマート栽培暦の⽣育記録実績による
次年度の⽣育⽬標、予測データの⽣成
出⼒と修正編集機能を準備

圃場環境情報は、FW2を⽤いてCSV等
の出⼒対応済み

栽培記録における、防除予察・情報連携
はセキュリティ・機密性・情報確度保証が
運⽤上担保されない状況を踏まえ未実装
（カスタマイズ対応については可能）

ソフトの補⾜情報

ベジタリア「スマートファームウォッチ」補⾜

24

スマートファームウォ
ッチの対応



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ベジタリアでは筆ポリゴン・データを活⽤するために、⽣産者に対して防除の必要性を認知・理解・判断・
⾏動を喚起するためのシステムアーキテクチャを設計している。各⽣産者が防除作業内容を適切に実⾏
することが産地の競争⼒を⾼め、ひいては産地全体の組織⼒強化に繋がると考えている。

ベジタリアが考える筆ポリゴン・データを活⽤した総合防除のあり⽅

25

データ収集 データ分析 実践⾏動・学習

認知・⽇常・注意喚起 共有・作業情報・理解 適期防除▶結果

病害⾍防除所

普及指導機関
普及所/TAC

⽣産（管理）

⽣産（作業）

作業委託

栽培管理
における

圃場注視
と記録＋
センシング

防除情報
（注意喚起）

産地の
防除情報を

受信して対象
者に注意喚起

圃場観察
の状況を

全員で共有

栽培現場に
病害⾍が

発⽣

圃場巡回
と記録

栽培影響・産地リスクを理解

作業内容を決定

防除対応策
⽣産者に
アドバイス

作業
範囲

経費
把握

と
防除
実⾏

結果

産
地

圃
場

…ファクト・⾏動

…認知・理解

結果をフィードバックし、戦略としてOODA「観察」「判断」「決定」「⾏動」を回す

産地リスクの理解と防除実⾏
経営判断

防除効果の
確認

スマート栽培暦にて
関係者全員で
情報共有



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ベジタリア「スマートファームウォッチ」の総合防除における活⽤⽅法

26

対象 提供⽅法

農家

IoTセンサによる作物の⽣体情報やメッシ
ュ気象データ、簡易な作業情報の⼊⼒か
ら、⽣育や環境を直感的に理解できる「ス
マート栽培暦」として反映する（④）

病害⾍発⽣状況を、特定範囲（地図/
リスト）及び広域（地図）の２つの範囲
表⽰できる（③）

短期のPDCA

病害⾍が発⽣している箇所を直感的
に把握でき、早期防除に活⽤できる

⻑期のPDCA

病害⾍が発⽣した時期の作物の状
態、環境情報を簡易に振り返ることが
でき、発⽣の要因解析に活⽤でき、
次作の対策に活かせる

年次単位でも、病害⾍の発⽣を⽰す
ことができ、次作の営農計画に活⽤す
ることができる

Who How

普及機関から防除・注意情報を周知す
る（⑥）

農家（管理者）による防除要否の
判断を⽀援

産地全体で、データに基づいた総合
防除の改善サイクル（OODAループ
）を回すことができる

農家アカウントのユーザーインターフェース
に、防除注意法・警報を周知できる（品
種や地域指定することも可能）（⑥）

管内の農家に、リスクを早期に周知、
認知させ、産地の病害⾍リスクを低減
できる

普及機関

農家・普及機関

What（提供価値）

※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ベジタリア「スマートファームウォッチ」の総合防除に関連した特徴とメリット

27

認知・⽇常・注意喚起 共有・作業情報・理解 適期防除▶結果

スマートファ
ームウォッチ

の特徴

・独⾃センサー「フィールドサーバ」、「⽔
⽥センサ」とメッシュ気象を活⽤し圃場
状態を把握
・画像分析⽣育センサにより稲作では、
草丈・茎数・SPAD値（※）の⽣育量
の把握を実現

野帳機能で病害⾍発⽣等の⼊⼒時
、位置情報や栽培暦が表⽰され、栽培
影響の認知性を⾼め⼊⼒を簡素化

病害⾍防除所と普及指導産地に向
けた予察情報防除要領を地区・品種
毎にスマート栽培暦を⽤いて収穫影響
を推察しながら⽣産者が防除作業でき
る

病害⾍、雑草、⽣理障害が、地図上
に⼀覧表⽰され、被害状況等がひと⽬
みて分かる

ベジタリアが開発する「スマート栽培暦
」上に、⽣育や環境情報とともに病害
⾍発⽣の振り返りが可能

過去の病害⾍発⽣情報も、スライダ
ーにより発⽣状況を振り返られる機能を
装備（予定）

メリット

センサーによる正確な情報収集、病
害⾍発⽣の情報共有機能により農業
者に適切に注意喚起を⾏う

病害⾍の履歴が⽣育状況等と照らし
て、ひと⽬⾒て分かり、農産者が苦⼿と
する、記録・記憶・参照・⽐較・理解・
学習を⽀援できるユーザインターフェース
デザインを採⽤

産地防除指導の⽣産現場における
確認・理解・実践状況を把握できる

1

２

３

４

５

６

栽培リスクを経営情報のダッシュボード化
でOODA管理の実⾏

６

データ収集 データ分析

筆ポリゴン・データを活⽤した総合防除のプロセス

実践⾏動・学習

※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと
※SPAD値 … 植物の葉に含まれる葉緑素（クロロフィル）量を表す数値



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

リデン【agmiru（アグミル）】

28



農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

リデン「agmiru」の概要-１
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農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

リデン「agmiru」の概要-２
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農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

リデン「agmiru」補⾜

31

筆ポリゴンの利活⽤ 総合防除関連のデータ⼊⼒ データの出⼒

現状、農林⽔産省筆ポリゴンは利⽤してい
ないが、農林⽔産省筆ポリゴン並びに、AI技
術を使ったポリゴン⽣成機能等、今後より有
機的に連携する予定

• 気象情報
• 品⽬、品種、定植⽇等の耕種管理情報
• 化学・物理・⽣物防除情報
• 売上・労働時間等の経営情報
等、総合防除に係る⼀連の情報の記録が
可能
• チャットの質問に答える形式でも記録でき

る

PDF・CSV形式で出⼒できる。
出⼒時にはソート機能やグルーピング機能も
活⽤できる。また、API機能も要するので外
部連携も可能

ソフトの補⾜情報

agmiruの対応
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※HeSo＋について︓https://hesodim.jp/
※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと
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※番号毎の機能の詳細は、別途作成した「モデル事例（プロセス別の特徴とメリット）」を参照のこと


